













































































































































































































































































	3. ケーブルルート調査
	3.5 調査結果
	3.5.5 海底地層構造
	3.5.6 水温及び予測海底水温変動
	3.5.7 海流及び潮流
	3.5.8 陸揚地
	3.5.9 海底資源開発
	3.5.10 漁業活動

	3.6 検討および結論
	3.6.1 選定ルートと所要ケーブル表
	3.6.2 ケーブル障害対策


	4. 参照文献
	5. 付録
	1. 3国間海底ケーブルルート調査のScope of Work打合結果（タイ）
	2. 3国間海底ケーブルルート調査のScope of Work打合結果（マレーシア）
	3. 3国間海底ケーブルルート調査のScope of Work打合結果（シンガポール）
	4. (a)タイ湾における計画中の海底ガスパイプラインとケーブルルート
	4. (b)マレーシアにおける計画中の海底石油開発鉱区とケーブルルート
	4. (c)シンガポール海峡における投錨地，既設海底ケーブル等
	5. 使用ケーブル種別の一例
	6. 調査に使用した海図一覧表
	7. 陸標の代表例
	8. 数条のケーブル相互間の最小間隔
	9. ジェット埋設方式
	10. 埋設ケーブルの修理工法
	11. 表3 6.2の埋設区間に使用されているケーブル種別
	12. 潮流の速さと月の赤緯との関係

	裏表紙

